令和元年度　第１回浜松市スポーツ推進審議会　議事録
開催日時　　　令和元年７月2日(火)　午後３時30分から午後５時
開催場所　　　市役所８階　第３委員会室
出席者　　　　会　長　　太田　正義　（常葉大学　准教授）
委　員　　野田　恒夫　（浜松市医師会理事）

　　　　　伊藤　裕子　（メディカルフィットネスクラブＬＥＮ　代表）

　　　　　藤田　明伸　（公益財団法人浜松市体育協会　常務理事）

　　　　　海老原　有希（元トップアスリート）
　　　　　柳本　佳奈子（浜松市立高等学校　校長）
油井　房代　（前浜松市幼稚園長会　会長）
尾田　聡弘　（浜松市小学校体育連合　会長）
鈴木　清吾　（浜松市中学校体育連盟　会長）
　　　　　　　　事務局　　寺田　聖子　　　市民部　文化振興担当部長

北村　聡　　　　スポーツ振興課　課長
金子　哲也　　　スポーツ振興課　スポーツコミッション推進担当課長
松下　雄二　　　スポーツ振興課　副参事
竹村　昇三　　　スポーツ振興課　振興グループ長
北村　宏樹　　　スポーツ振興課　指導主事
川島　雅人　　　スポーツ振興課　事務職員
　　　　　　　　傍聴者　　０人

議事内容　　　（１）　「浜松市スポーツ推進計画」の進捗状況について
（2） 　第2期スポーツ推進計画の進捗管理について

連絡事項　　　　・ビーチ・マリンスポーツ推進について
・ラグビーワールドカップ2019の進捗状況について

・ブラジルホストタウンの取り組み状況について

・令和元年度スポーツ推進審議会日程について
議事録作成者　　スポーツ振興課　　北村　宏樹
記録の方法　　　発言者の要点記録
録音の有無　　　有
【議　事】　　司会　　太田　正義　会長
（１）「浜松市スポーツ推進計画」の進捗状況について
司会（太田正義会長）

それでは議事に入ります。浜松市スポーツ推進計画の進捗状況について、事務局より説明をお願いします。

事務局（北村）
  　　平成26年度より「スポーツ文化都市浜松」の構築を目指し、「浜松市スポーツ推進計画」がスタートし、昨年度が最終年度となりました。第2期浜松市スポーツ推進計画８ページをご覧ください。浜松市の取り組みとして、スポーツ推進の三本柱「するスポーツ」「観るスポーツ」「支える（育てる）スポーツ」を掲げています。
浜松市の数値目標としては、「するスポーツ」では、「成人の週1回以上のスポーツ実施率６５％以上」としています。平成29年度の市民アンケートでは47.2％という結果でした。　
「観るスポーツ」では、「成人の年1回以上スポーツ観戦・応援実施率５０％以上」としています。平成29年度の市民アンケートでは37.5％という結果でした。
      「支える（育てる）スポーツ」では、「成人の年1回以上のスポーツ支援実施率３５％以上」としています。平成29年度の市民アンケートでは13.5％という結果でした。
    　この数値目標を達成するために６つの政策を立て、38の取り組みを展開しました。会議資料2をご覧ください。
浜松市スポーツ推進計画の主な取り組みと平成30年度の評価となります。評価につきましては、数値目標達成している事業がＡ(非常に順調)、達成率80％以上でＢ（概ね順調）、50％以上～80％未満でＣ(やや改善が必要)、それ以下はＤ（ただちに改善が必要）と考え担当課にて評価させていただいております。
　　　平成29年度評価では　Ａ20、Ｂ12、Ｃ6でした。平成30年度評価では　Ａ18、Ｂ12、Ｃ7となりました。全体評価として、4つの事業でＢ、Ｃ評価がＡ評価に向上しました。

Ｂ、ＣからＡに向上した事業が、14、15、34、37です。
　14「生活習慣予防、介護予防等の健康増進活動」

担当課は健康増進課になります。生活習慣病予防健康教育は、地域に出向き、地域の実情に応じた内容や方法を検討しながら実施することで参加者が増えました。地域介護予防活動支援では、ロコモーショントレーニングの普及に取り組んでいますが、地域の中で普及が進んだため、実施数が減少しています。ロコモーショントレーニングの継続を促すと共に、その他の簡単な運動についても周知していく必要があります。

平成30年度においては、新たにノルディック・ウォーク健康増進事業として市内10箇所で講座を開催し、延651人が参加しました。今後も運動を含む生活習慣の改善に向けた講座を地域に出向いて実施し、健康づくりに対する意識啓発や実技の普及に取り組んでいきます。

15「静岡県市町対抗駅伝競走大会参加」

選手選考会への参加者を部門合計人数250人を目標とし、平成30年度は小学生、中学生、40歳以上の部選手選考会の延べ参加者数は361人で目標を大きく上回りました。（昨年度は262人）

校長会を通じて、選手選考会について、確実に児童生徒に伝わる様依頼をしました。その結果、小中学生の参加申込が大幅に増えました。選手選考会も大変レベルの高いものとなり、選ばれた小学校、中学校の選手からは大会において区間賞を獲得するなど活躍しました。

課題としては、一般の部の女性参加者が少ないことです。広報活動を工夫し、より多くの方に参加いただけるようにしたいと考えています。

34「スポーツ施設の管理運営」

指定管理者等と連携して、施設の老朽化への対応として、施設改修・修繕等の整備を実施いたしました。

平成30年度は可美公園水泳場屋根改修工事や花川運動公園庭球場ブロックスタンドベンチ改修など施設の安全性を検討し、予算の範囲内で優先順位の高いものから実施いたしました。

37「まつぼっくりシステムの充実」
浜松市ＨＰを利用して、システムの紹介を継続的に行いました。改修工事等で施設休館が生じる場合は、HP上に迅速アップさせるなどの対応を取ってきました。
逆に評価を下げた事業が　１、7、8、13、29　です。
１「浜松シティマラソン開催」
目標は、ボランティア参加者前年比＋5％増です。30年度のボランティアは1,253人で昨年度1,232人から21人増（＋1.7％増）で、5％増とはなりませんでした。

今年度もボランティア確保のため、スポーツ推進委員、大学生、高校生等に募集案内を配布し、呼び掛けを行っていきます。また、中学生はコース近隣の6中学校に募集案内を配布していましたが、今年度は市内全中学生に募集案内を配布予定です。

7「静岡県障害者スポーツ大会わかふじスポーツ大会共催」　

担当課は障害保健福祉課になります。目標は、広報活動を積極的に行い、浜松市民の参加について、前年度比5％アップとしています。30年度は参加者225人で、昨年度224人から1人増（＋1％増）で、目標は達成できませんでした。より多くの参加者を募集するため、効果的な広報・啓発が必要です。

今後は、障がい者スポーツの振興、障がいのある人の社会における理解と認識を深め、自立と社会参加を促進していきます。

８「浜松市障害者スポーツ大会開催」
担当課は障害保健福祉課です。目標は、大会への参加者数増で500人以上の参加者を目標としています。30年度は参加者数350人で目標を大きく下回りました。

聴覚障害者団体等の不参加により、今年度は参加者数が大幅に減ってしまいました。参加者数の増加を図るため、新たな団体等を募るなど、参加促進が今後の課題です。

一方で、28年度から視覚に障がいを持つ人が競技をより楽しめるよう、各団体と調整・工夫を行い、年々改善を図っています。今後も障がい者団体等と検討を行い、幅広い人が参加できる大会運営を目指していきます。

13「スポーツ健康相談の開催」
目標は、各種講演会等に参加者数前年比10％増としています。30年度は延べ321人で29年度375人から54人減（14.4％減）となりました。

個人相談については、再受診者が多く新規受診者の増加に繋がりませんでした。利用者には、好評をいただいており、PR活動をこれまで以上に強化していくとともに、市民ニーズに合ったテーマや内容にすることで、参加者の増加に努めていきます。

29「観光分野、産業分野との連携」
担当は観光シティプロモーション課です。目標は、国際大会に係るスポーツ合宿等の誘致、本市に適したスポーツツーリズムの取組みの研究、サイクリング等のスポーツツーリズムに係る受入環境の整備、活用です。

サイクリングで迷わず浜名湖を一周できるよう、サインを整備したり、バイシクルピット、サイクリストウェルカムの宿を継続して募集しました。三湖連携浜名湖ミーティングを開催し、琵琶湖(滋賀県)・霞ヶ浦(茨城県)と連携し、相互の誘客やアピール、都市部などでの合同プロモーションを行っていくことを確認しました。

引き続き、迷いやすい箇所を中心にサインを設置していきます。またバイシクルピットやウェルカムの宿は増えており、今後もサイクリストに関する情報を提供するなど、さらに連携を深めていきます。

今年度はサイクリングの拠点となるような施設(レンタサイクルや情報発信を行う施設)の整備を進めていきます。(4か所程度)
　　　 時間の関係で主な取り組みについて説明させていただきました。浜松市のスポーツ推進の３本柱の実施率からもわかる通り、まだまだ多くの事業において改善すべき点があるのではないかと思います。

第２期浜松市スポーツ推進計画が終了するまでには数値目標達成ができるように取り組みたいと考えております。皆様方には、多くのご意見をいただき、スポーツ文化都市浜松の構築を目指したいと思います。よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　

　司会（太田正義会長）

　　　　何か質問、ご意見ありましたら、よろしくお願いします。

　尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）

　　　政策２の19「好循環の創出」について、トップアスリート連携事業ですが、過去にも自校に何回かトップアスリートの方々に来ていただきました。子供たちがトップアスリートと触れ合う機会とか、トップアスリートからいろいろなことを教わる機会を得ることができました。子供たちの憧れだとかスポーツっていいなというきっかけづくりにもなっているとてもよい事業であると思います。今後も更に幅を拡大して、トップアスリートが訪れる校数が増えるとよいと思います。いろいろなプロスポーツの方が学校に来て、子供たちに直接指導やアドバイスをしていただけるこの事業をぜひ継続していただきたいと思います。
鈴木清吾委員（浜松市中学校体育連盟会長）
　　　政策を立てて検証していくときに、評価しやすいのはやはり数値目標が達成できたかどうかというのが評価しやすいのですが、母集団がはっきりとしない、母集団が減っていく中で、人数や実施者、参加者が減っていったというのは、単純に減少とはみなさないのではないかと思います。浜松市民の減少なのか、児童生徒数の減少なのかそういった部分ももう少し頭に入れておく必要があるのではないかと思います。
　　　尾田委員もおっしゃいましたが、トップアスリートの事業に触れるというのは子供たちの刺激にもなると思います。県中体連の方にも同様の事業、部活動支援ということで、部活動支援に回っていただいている例もあります。そういったものを棲み分けしながら、検討していくことで、子供たちの意欲向上につながる内容も多々含まれていると思います。
藤田明伸委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
  　　体育協会が関わっている事業が、昨年度と比べて少しでも評価がよくなってくれるといいなと思っていましたがあまり変わっていませんでした。今年はラグビーワールドカップがあり、来年、東京オリンピック・パラリンピックがあって、ものすごくスポーツへの関心が高まっていると感じています。一方で、地域においては、少子高齢化の関係もあるのでしょうか、地域スポーツへの参加者が少ない、出場団体が減って、運営が厳しくなっている等、大きな課題となっている状態でないかと思います。浜松市体育協会の中には加盟団体である体育振興会等があり、一生懸命やっていただいているのですが、そのような会議の中でも、どうやったら興味があって持続できるような生涯スポーツを、そういったスポーツを取り込んでみんなに参加してもらえるかということに頭を悩ましているという状況を聴いています。地域振興には地域の事業が一番重要だと考えています。ここがどんどん少なくなっているようでは困るので、何か対策を考えていかなければならないと思います。
　事務局（寺田聖子文化振興担当部長）
　　　地域のコミュニティについて、そこにどうスポーツが絡んでくるかということになるかと思います。冒頭にコミュニティという言葉を出させていただきましたが、幅広く参加できるという観点でお伝えさせていただきました。次の計画の中の話にもなってくると思いますが、藤田委員からのお話は私たちにとって大きな課題だと思っています。皆さんからご意見をいただく中で、幅広い皆さんが参加したり、関心をもったりするものは一体どういったものがあるのか、どういった手法が効果的なのかそういった観点でご意見をいただけるとありがたいと思っています。
野田恒夫委員（浜松市医師会理事）

　　　地域振興と関連して、浜松まつりの練りに参加する人も年々減ってきて、静かになってきました。地域で太鼓の練習等も行っているがこれらも少なくなってきています。あれこれと規制が強すぎるのではないでしょうか。スポーツとは関係ないかもしれませんが。
司会（太田正義会長）

スポーツだけ取り出して地域のことをというのは語りにくいものですから、まつりや子供会等も合わせて、ラジオ体操など関わってくると思うのですが、コミュニティのことを考えていくとスポーツ以外のことも視野に入れて考えていかないといけないのではないでしょうか。その辺が何か今までと違った視点で働きかることができるものなのではないかと考えています。
　柳本佳奈子委員（浜松市立高等学校校長）

　　　　スポーツ推進計画策定の趣旨「市民一人ひとりがライフスタイルの一部にスポーツを取り入れ、心身ともに健やかで、豊かな生活を営むことができるまち『スポーツ文化都市
　　　浜松』の実現」するためには、３つのスポーツの柱を推進していくとありますが、市民一人ひとりというのがざっくりな感じを受けました。例えば、幼児期のとか、小中学生は、高校生はとか、成人は、高齢の方はといった年代別に目標を立てられているのでしょうか。先日、浜松市スポーツ祭総合開会式に出席をさせていただきました。ぱっと見たときに、

　　　小さい子供たちや高齢の方が多いと感じました。成人の方や高校生に対してはどのような目標を立てているのかというところが気になりました。割と高齢の方はいろいろなところで参加できる機会は、時間もあるということで、多いとは思います。小さい子供たちは子供会等あると思いますが、その間の人たちがぬけているのではないかという感じがします。

　　　このスポーツ推進計画がそれぞれの年代とかターゲットを絞って施策を考えているのか考えを教えていただきたいです。生涯スポーツの観点から考えると、現在の高校生は非常に忙しいものですから、なかなか地域のコミュニティに参加するのは難しいです。高校生あたりが参加しやすいという施策が必要であると考えます。そのあたりをどのように考えていくかというところが大切だと思います。
　
　司会（太田正義会長）
　　　　年代別のスポーツ実施率を見ると、30代40代の方がスポーツをやられていないことが分かります。仕事や家庭のことでスポーツに取り組めないのが現状だと思います。その一方で、やってみたいスポーツとして見てみると、ジョギングとかウォーキングみたいな軽スポーツだったら、スポーツをやれていない人でもやってみたいと思っているということが市民アンケートから見えてきました。こういったところで何か手を打てるのではないかという議論は昨年度から出ていました。個別の政策として高齢者向け、障がい者向けというように全てではないですが立てられている状況です。柳本委員がおっしゃったように、年代別に分けて目標を決めているかというとそういった形ではありません。そういったことも第2期の推進計画に取り入れながら進めていけたらと思います。
（２）第２浜松市スポーツ推進計画の進捗管理について
　司会（太田正義会長）

　　　　それでは、次の議事に入ります。第２期スポーツ推進計画の進捗管理について、事務局より説明をお願いします。

　事務局（北村）
資料３をご覧ください。

この評価は、今年度施行されました「第2期浜松市スポーツ推進計画」に掲げている「スポーツ文化都市浜松」の実現のために行うものです。「スポーツ文化都市浜松」の実現のために、スポーツ推進の3本柱に沿って６つの政策を立て、それぞれ個別の取組を実施します。

第2期浜松市スポーツ推進計画については評価方法の見直しを行いました。昨年度までのスポーツ推進計画については掲載されている３８の取組を個別に評価してまいりました。

しかし、個別の評価では個々の取組の成果だけに目が奪われてしまい、柱やその上の基本理念に対する効果が分かりづらいと考えました。そこで、柱ごとの評価シートによる評価に変更しました。　　　

具体的には、柱ごとに進捗をはかる評価指標を設定しました。柱ごとの評価指標により、進捗の度合いが明確になると考えました。

次に政策ごとに重点的な取組を設定しました。政策ごとの重点的な取り組みにより、評価のポイントが明確になると考えました。

最後に重点的取組の実績・成果を審議会において説明、協議していただきます。評価指標については、第2期浜松市スポーツ推進計画の計画期間中固定し、審議会での協議を踏まえ、次年度以降の重点的取組を検討していきます。

このようなPDCAサイクルを積み重ねることにより、「スポーツ文化都市浜松」を常に市民の皆さんが享受するとともに、スポーツ推進の3本柱の数値目標が向上することを目指していきます。

それでは、今年度の取組を説明します。評価シートをご覧ください。

最初に「する」スポーツです。

評価指標は

１　生涯スポーツ施設の利用者数（千人）





２　学校や競技団体へのトップアスリート派遣件数（件）





３　中体連主催の全国大会出場延べ人数(人)





４　小体連・中体連との連携数（回）





５　成人の週1回以上のスポーツ実施率（％）





６　障がい者の週1回以上のスポーツ実施率（％）
の６つを設定しました。

重点的に取り組むことは、

【政策１】生涯スポーツの普及・推進
１　市民スポーツイベントの推進

　・市民参加型スポーツイベントの充実として、浜松市民レクリエーション・スポーツ大会でボッチャ交流会を実施します。　　　　　　　　　　　

２　ライフスタイルに応じた多様なスポーツ活動の推進　

　・すべての人が参加できるスポーツ活動の推進として、スポーツ実施率が低いビジネスパーソンに対しスポーツに対する意識改革を広報活動にて周知していきます。　　　　
　・障がい者スポーツ競技普及と場の確保として、ボッチャ用具を購入し、各区でのボッチャ普及を目指していきます。

【政策２】競技スポーツの支援・連携
１　トップアスリートの発掘、育成と競技力の向上

　・全国大会等出場者への支援として、激励金を交付します。　　　　　　　　　　　　　　

２　ジュニア選手の競技力の向上

  ・トップアスリート等との連携・協力として、トップアスリートをコミュニティスクール、浜松市小学校体育連合に新規派遣します。　　　　　　　　　　　　

　・ジュニアスポーツ育成として、浜松市中学校体育連盟競技力向上委員会へ「ジュニア選手育成強化事業」を委託します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　スポーツを通じた女性の活躍促進

　・スポーツを通じた女性の活躍促進として、女性アスリート指導者を対象とした講演

　　会を実施します。

【政策３】学校体育等との連携・充実
1　青少年の運動習慣の確立に向けた取り組み

　・子どもの体力向上事業の実施として、学校へ運動に親しむことができる機会を提供します。　　　　　　　　　　　

２　運動部活動、体育科授業の充実

　・浜松市教育研究会との連携として、浜松市小学校体育連合、浜松市中学校体育連合の研修会に参加、支援していきます。

次に「みる」スポーツです。

評価指標は、

１　合宿、スポーツイベント等誘致数（件）





２　成人の年１回以上のスポーツ観戦・応援実施率（％）
の２つを設定しました。

重点的に取り組むことは、
【政策４】スポーツによるまちの活性化
１　スポーツの魅力発信・情報発信

　・大規模スポーツ大会・合宿等誘致として、国際大会や全国大会等の大規模スポー

    ツ大会や合宿等の誘致をしていきます。　　　　　　　　　　　　

・スポーツの魅力発信として、多様なイベントを開催している団体との 連携、観光部署との連携強化していくとともに、ビーチ・マリンスポーツの魅力発信をしていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　プロスポーツチーム等との連携・協働　

　・トップアスリート等との連携・協力として、プロスポーツチームと連携し、チームの活動や試合日程等の広報活動の充実を図ります。

最後に、「ささえる」スポーツです。

評価指標は、
１　地域スポーツ指導者登録者数（人）




２　スポーツ推進委員研修会参加延べ人数（人）




３　ボランティアバンク登録者数（人）




４　成人の年１回以上のスポーツ支援実施率（％）




５　成人の公共スポーツ施設利用満足度（％）
の５つを設定しました。

重点的に取り組むことは、

【政策５】指導者・ボランティアの育成と活用
１　スポーツ指導者の育成

　・地域スポーツ指導者の育成と活用として、地域スポーツ指導者養成講習会を開催します。　　　　　　　　　　　

　・スポーツ推進委員の育成と活用として、スポーツ推進委員研修会を開催します。　　　　　　　　　　　　　

２　ボランティアの育成及び発掘

　・人材バンクの活用充実として、スポーツ人材バンクのシステムの充実を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　スポーツ関係団体との連携・協力

　・ボランティア機会の創出として、・トルシーダブラジル応援団1000人募集を行い、
　　その後人材バンクへの登録を促します。　　　


　　

　以上が今年度特に重点的に取組ことです。これらを第3回の審議会において中間報告、次年度第1回の審議会において年度報告させていただきます。
司会（太田正義会長）　
事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問がありましたら、お願いします。
司会（太田正義会長）
達成率と評価点の算出方法について教えていただきたい。
事務局（北村）

評価点は５段階評価で、達成率100％以上を「５」、達成率80％以上から100未満を「４」、

達成率60％以上から80％未満を「３」、40％以上から60％未満を「２」、40％未満を「１」として考えています。
司会（太田正義会長）

「０」がつくことも考えられるということですね。
尾田聡弘（浜松市小学校体育連合会長）
「する」スポーツ、「ささえる」スポーツというのは比較的取り組みやすいのかなと思い

ますが、現時点で「みる」スポーツが浜松市では弱いのではないかと思います。お金がか

かることなので、今すぐということではないですが、施設の問題やイベント誘致にしても、

どうしても市内でとなるとかなり厳しいのかなと思います。幅を広げて、高校生や中学生

の大会とか行事への観戦も含めるとよいと思います。
　事務局（北村）

尾田委員がおっしゃったように「みる」スポーツでは、プロやトップアスリートの応援・

観戦だけを考えるのではなく、少年団や中体連での大会観戦・応援も含めて考えていきた

いと思います。子供たちの活躍を観戦・応援するということも「みる」スポーツとして明

確にしていきたいと思います。
　司会（太田正義会長）

評価シートに関しては今年度が第2期の最初になるので、まだ、手を加えることはできるということでよろしいでしょうか。入れられるものは反映をさせていただければと思います。
事務局（北村）
　　　こちらのシートに記載されているのは、事務局として今年度重点的に取り組みたいと考

えていることですので、委員の皆様からもっとこうした方がよいというご意見をいただき

ましたら、検討しまして反映していきたいと考えています。
司会（太田正義会長）
　　　　「みる」スポーツの評価シートは評価指標が２つ挙げられているだけなので、もう少し追加して、細かく挙げていただけると様々な視点で取組を考えることができるのではないかと思います。本年度そのあたりを議論していくことができればと思います。
　　　　前回のものとは大きく変わり、柱ごとに総合的に見ていく形に変わりました。こちらの

方が全体として評価ができるので、より分かりやすくなったのではないでしょうか。次

回以降、委員の皆様からのご意見を反映させた形でよりよいものにしていければと思いま

す。
　　　　ありがとうございました。議事は以上となります。事務局は今回の意見を基に次回以降
の提案につなげてほしいと思いますので、よろしくお願いします。

　　　　議事の進行にご協力いただきまして、ありがとうございました。
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